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2 0 2 5 年

8 月 2 4 日 日
東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー ホ ー ル

ア ン ト ニ ン ・ ド ヴ ォ ル ザ ー ク 作 曲

開 演   1 4: 0 0 ／  開 場 1 3: 3 0

比 企 郡 滑 川 町 在 住 、日 本 屈 指 の ヴ ィ オ ラ 奏 者 ・ 生 野 正 樹 がプ ロ デ ュ ー ス す る 新 た なク ラ シ ッ ク コ ン サ ー ト シ リ ー ズ が ス タ ー ト 。
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入 場 料 （ 全 席 指 定 ・ 税 込 ）

お 問 い 合 せ （ 受 付 時 間 8： 3 0 ～ 1 7： 1 5（ 臨 時 休 館 日 を 除 く ） ）

発 売 日

【 一 般 】 3, 0 0 0 円 　 　 【 高 校 生 以 下 】 1, 0 0 0 円

東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー  〒 3 5 5 - 0 0 2 4 埼 玉 県 東 松 山 市 六 軒 町 5 - 2 　 ☎ 0 4 9 3 - 2 4 - 2 0 1 1 　 F A X 0 4 9 3 - 2 4 - 2 0 1 2

2 0 2 5 年 5 月 1 7 日 ㊏

発 売 初 日

チ ケ ッ ト 情 報 i nf or m ati o n

曲 目 交 響 曲 第 9 番 「 新 世 界 よ り 」 第 2 楽 章 　（ 弦 楽 三 重 奏 版 ）

弦 楽 三 重 奏 曲 変 ロ 長 調 “ ミ ニ ア チ ュ ア ” O p. 7 5 a B. 1 4 9

弦 楽 三 重 奏 曲 ハ 長 調 “ テ ル ツ ェ ッ ト ” O p. 7 4  B. 1 4 8

弦 楽 四 重 奏 曲 第 1 2 番 ヘ 長 調 “ ア メ リ カ ” O p. 9 6, B. 1 7 9

※ 曲 目 、 曲 順 は 変 更 と な る 場 合 が ご ざ い ま す 。

響 き 合 う 弦 楽 器 の 調 べ

「 ド ヴ ォ ル ザ ー ク の 世 界 」
S p e ci al
g u est

※ 未 就 学 児 入 場 不 可
※ 高 校 生 以 下 チ ケ ッ ト は 、 入 場 時 に 学 生 証 を ご 提 示 い た だ き ま す 。

1 0： 0 0 ～（ 8： 3 0 ～ 整 理 券 配 布 ）

1 3： 0 0 ～

● 窓 口
● 電 話 ・ W E B

公 演 情 報 ・
チ ケ ッ ト は
コ チ ラ か ら



一 流 の 演 奏 家 が 奏 で る 名 曲 を 、

美 し い 庭 を 散 策 す る か の よ う に 楽 し め る 贅 沢 な コ ン サ ー ト 。

音 楽 の 響 き に 包 ま れ な が ら 、

ク ラ シ ッ ク の 魅 力 を 身 近 に 感 じ る 特 別 な ひ と と き を 。

神 奈 川 県 出 身 。 国 立 音 楽 大 学 を 首 席 で 卒 業 、 同 時 に 矢 田 部 賞 受 賞 。 新 星 日 本 交 響 楽 団 コ ン サ ー

ト マ ス タ ー を 経 て 、2 0 0 1 年 神 奈 川 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 ソ ロ ・ コ ン サ ー ト マ ス タ ー に 就 任 。

以 来 "神 奈 川 フ ィ ル の 顔 " と な り 現 在 は 首 席 ソ ロ ・ コ ン サ ー ト マ ス タ ー と し て そ の 重 責 を 担 っ

て い る 。 こ れ ま で に 神 奈 川 文 化 賞 未 来 賞 、 横 浜 文 化 賞 文 化 ・ 芸 術 奨 励 賞 を 受 賞 。 結 成 時 か ら

3 0 年 参 加 す る Y A M A T O Stri n g Q u art et 、 自 身 が プ ロ デ ュ ー ス し た 弦 楽 ア ン サ ン ブ ル " 石 田 組 "

な ど 様 々 な ユ ニ ッ ト で も 独 特 の 輝 き を 見 せ る 。 2 0 1 8 年 に は 石 田 組が N H K - F M 「 ベ ス ト オ ブ ク

ラ シ ッ ク 」 お よ び B Sプ レ ミ ア ム 「 ク ラ シ ッ ク 倶 楽 部 」 で 放 送 さ れ 、 そ の 熱 い ス テ ー ジ の 模 様 は

大 き な 反 響 を 呼 び 、 2 0 1 9 年 に は E テ レ 「 ら ら ら ♪ ク ラ シ ッ ク 」 で 特 集 が 組 ま れ た 。 2 0 2 0 年 4 月

よ り 京 都 市 交 響 楽 団 特 別 客 演 コ ン サ ー ト マ ス タ ー を 兼 任 。 2 0 2 2 年 に 初 の 著 書 と な る 「 音 楽 家

で あ る 前 に 、 人 間 で あ れ ！ 」 を 刊 行 。 ミ ュ ー ザ 川 崎 シ ン フ ォ ニ ー ホ ー ル に て 無 伴 奏 か ら 協 奏

曲 ま で 様 々 な 編 成 で 演 奏 す る 「 石 田 泰 尚 ス ペ シ ャ ル 熱 狂 の 夜 」 を 2 0 2 2 年 、 及 び 2 0 2 4 年 に 開 催 。

2 0 2 4 年 に は 石 田 組 で N H K「 あ さ イ チ 」 に 出 演 、 日 本 武 道 館 公 演 を 行 い 8, 0 0 0 人 以 上 を 動 員 し 大

き な 話 題 と な っ た 。 同 年 リ リ ー ス さ れ た 『 石 田 組 結 成 1 0 周 年 記 念 2 0 2 4 ・ 春 』 が 第 3 9  回 日 本 ゴ ー

ル ド デ ィ ス ク 大 賞 イ ン ス ト ゥ ル メ ン タ ル ・ ア ル バ ム ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー を 受 賞 し た 。 2 0 2 5 年

4 月 よ り 横 浜 み な と み ら い ホ ー ル 「 プ ロ デ ュ ー サ ー i n レ ジ デ ン ス 」 第 3 代 プ ロ デ ュ ー サ ー に 就

任 。 使 用 楽 器 は  1 6 90 年 製  G. T o n o ni 、 1 7 2 6 年製  M. G offrill er 。

埼 玉 県 内 高 校 の 音 楽 教 育 に 長 年
携 わ り 、 合 唱 ・ 吹 奏 楽 の 指 導 を
行 う 。 埼 玉 県 立 芸 術 総 合 高 等 学
校 長 、 武 蔵 野 音 楽 大 学 附 属 高 等
学 校 副 校 長 を 歴 任 し 、 音 楽 教 育
の 発 展 に 貢 献 。 現 在 は 地 域 で ク
ラ シ ッ ク 音 楽 講 座 を 開 催 し 、 音
楽 の 魅 力 を 広 め て い る 。 東 松 山
市 在 住 。

Cl a s si c G ar d e n  ～ ク ラ シ ッ ク の 庭 ～ で 演 奏 さ

れ る 曲 や そ の 作 曲 家 な ど に つ い て 、 八 木 原 宗

夫 さ ん が 解 説 ！ コ ン サ ー ト を よ り 楽 し め る プ

レ 音 楽 講 座 で す 。

1 9 7 8 年 大 分 県 出 身 。 埼 玉 県 滑 川 町 在 住 。 1 4 歳 よ り ヴ ィ オ ラ を 始 め 、 大 分 県 立 芸 術 緑 丘 高 校 を

経 て 、 洗 足 学 園 音 楽 大 学 器 楽 科 を 首 席 で 卒 業 、 同 大 学 大 学 院 修 了 。 内 田 博 、 岡 田 伸 夫 の 各 氏

に 師 事 。 ザ ル ツ ブ ル ク = モ ー ツ ァ ル ト 国 際 室 内 楽 コ ン ク ー ル に て 第 2 位 入 賞 。 日 本 演 奏 連 盟 の

オ ー デ ィ シ ョ ン に 合 格 、 九 州 交 響 楽 団 と 共 演 。 ソ ロ ア ル バ ム を 三 枚 、 四 枚 組 B O X C D "ノ ス タ

ル ジ ッ ク ・ メ ロ デ ィ ー ズ " を  W a n ar M u si c J a p a n よ り 発 売 。 こ れ ま で に 神 奈 川 フ ィ ル 、 新 日

本 フ ィ ル 、 東 京 シ テ ィ フ ィ ル 、 広 島 交 響 楽 団 な ど 全 国 の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ に 客 演 首 席 と し て

参 加 。 2 0 1 6 年 は 活 動 を 一 時 休 止 し ド イ ツ へ 留 学 、 ピ ア ノ の 名 匠 ゲ オ ル ク ・ フ リ ー ド リ ヒ ・ シ ェ

ン ク 氏 と ブ ラ ー ム ス の ソ ナ タ を 共 演 し 、 研 鑽 を 積 む 。 2 0 1 9 年 天 皇 陛 下 即 位 祝 賀 式 典 の オ ー ケ

ス ト ラ に て ソ ロ ヴ ィ オ ラ 奏 者 を 務 め た 。 現 在 は オ ー ケ ス ト ラ へ の 客 演 を 中 心 に 室 内 楽 、 ソ ロ

活 動 、 ま た 、 葉 加 瀬 太 郎 ツ ア ー や 様 々 な ジ ャ ン ル の レ コ ー デ ィ ン グ に 参 加 。 石 田 組 、 ト リ オ

A XI S 、 昴 2 1 弦 楽 四 重 奏 団 、 東 京 グ ラ ン ド ソ ロ イ ス ツ メ ン バ ー 、 R E N T A R O 室 内 オ ー ケ ス ト ラ

九 州 ソ ロ 首 席 奏 者 。 令 和 7 年 4 月 か ら 東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー 音 楽 ア ド バ イ ザ ー に 就 任 。

生 野 正 樹  M as a ki S h o n o

Vi ol a

S p e ci al g u est

石 田 泰 尚  Y as u n a o Is hi d a

Vi oli n

4 才 か ら ヴ ァ イ オ リ ン を は じ め 、 桐 朋 学 園 大 卒

業 。 ド イ ツ で も 学 ん だ 。 新 日 本 フ ィ ル 契 約 団 員 、

大 阪 フ ィ ル 首 席 奏 者 、 ド イ ツ ・ カ ン マ ー フ ィ

ル ハ ー モ ニ ー ・ ブ レ ー メ ン 客 演 奏 者 、 広 島 交

響 楽 団 の 第 1 コ ン サ ー ト マ ス タ ー を つ と め た 。

現 在 は 、 ソ リ ス ト 、 室 内 楽 奏 者 、 客 演 コ ン サ ー

ト マ ス タ ー と し て 多 彩 な 活 動 で 活 躍 の 幅 を 広

げ て い る 。「 そ の 魅 力 的 な 音 色 で 聴 衆 を 一 つ に

す る 力 が あ る 」（ 音 楽 の 友 ） な ど 誌 上 で も た び

た び 注 目 を 浴 び て い る 。 C D も 数 多 く 、 好 評 販

売 中 。 ま た 、 Y o u T u b e の 〈 愉 快 な ヴ ァ イ オ リ ン

教 室 サ ロ ン ・ フ リ ッ ツ 〉 は 多 く の 音 楽 愛 好 家 か ら 人 気 を 博 し て い る 。（ チ ャ ン ネ ル 登 録 者 1 万 人 超 ） 石

田 組 の 組 員 、 昴 2 1 弦 楽 四 重 奏 団 、 弦 楽 ト リ オ A XI S 、 ピ ア ノ ト リ オ MI Y A BI 、 デ ュ オ で ゆ お の メ ン バ ー

と し て も 活 動 中 。 洗 足 学 園 音 楽 大 学 非 常 勤 講 師 も つ と め て い る 。

Cl assi c G ar d e n v ol. 1  プ レ 音 楽 講 座

音 の 庭 で 花 ひ ら く 、

「 日 本 の う た 、 ド イ ツ の う た 」

v ol. 2

今 年 の 舞 台 技 術 ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、

「 コ ン サ ー ト に お け る 舞 台 照 明 」 。 初 日

は 、 舞 台 照 明 の 基 礎 を 学 び 、 2 日 目 は

Cl a s si c G ar d e n  ～ ク ラ シ ッ ク の 庭 ～ コ

ン サ ー ト で の 照 明 ス タ ッ フ の サ ポ ー

ト な ど を 行 い ま す 。 ス タ ッ フ と し て 、

ク ラ シ ッ ク コ ン サ ー ト に 参 加 し て み

ま せ ん か ？

舞 台 技 術 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 0 2 5 v ol. 1

佐 久 間 聡 一  S oi c hi S a k u m a

Vi oli n

札 幌 市 出 身 。 東 京 芸 術 大 学 附 属 音 楽 高 等 学 校

を 卒 業 後 、 ド イ ツ ・ ト ロ ッ シ ン ゲ ン 音 楽 大 学

を 経 て 、 2 0 0 7 年 よ り 2 年 間 バ イ エ ル ン 国 立 歌 劇

場 の 契 約 団 員 と し て 研 鑽 を 積 む 。 1 9 9 8 年 札 幌

ジ ュ ニ ア チ ェ ロ コ ン ク ー ル 優 秀 賞 、 2 0 0 4 年 ビ

バ ホ ー ル チ ェ ロ コ ン ク ー ル 2 位 、 2 0 0 6 年 度 文 化

庁 在 外 研 修 員 　 そ の 他 、 国 内 外 数 々 の コ ン ク ー

ル で 入 賞 。 2 0 0 9 年 に 帰 国 後 、 2 0 1 6 年 ま で 上 野

学 園 大 学 講 師 を 歴 任 。 小 澤 征 爾 ス イ ス ・ イ ン

タ ー ナ シ ョ ナ ル ア カ デ ミ ー 、 小 澤 征 爾 音 楽 塾

オ ー ケ ス ト ラ 、 サ イ ト ウ キ ネ ン 室 内 楽 勉 強 会 、 水 戸 室 内 管 弦 楽 団 、 紀 尾 井 シ ン フ ォ ニ エ ッ タ 、 東 京

春 音 楽 祭 、 石 田 組 、 高 嶋 ち さ 子  wit h S u p er C elli st s 、 め ざ ま し ク ラ シ ッ ク ス な ど に 参 加 。 現 在 は ソ ロ 、

オ ー ケ ス ト ラ 客 演 首 席 、 室 内 楽 、 レ コ ー デ ィ ン グ 、T V 出 演 、 ラ イ ブ サ ポ ー ト 、 ト リ オ A XI S(  弦 楽 三 重 奏 ) 。

奥 泉 貴 圭  T a k a y os hi O k ui z u mi

Vi ol o n c ell o

出 演 者 プ ロ フ ィ ー ル

開 催 日 時 2 0 2 5 年 8 月 3 日 ㊐ 1 0： 0 0 ～ 1 2： 0 0

講 師 八 木 原 宗 夫 （ 元 埼 玉 県 吹 奏 楽 連 盟 理 事 長 ）

参 加 費 2, 0 0 0 円 定 員 5 0 名

受 付 開 始 2 0 2 5 年 5 月 1 7 日 ㊏ ～

東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー 窓 口 ・ お 電 話 に て

開 催 日 時 2 0 2 5 年 8 月 2 3 日 ㊏ 、 2 4 日 ㊐  各 日 1 0： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0

講 師 菅 沼 翔 太 ・ 鈴 木 健 太 郎 （ 彩 の 国 さ い た ま 芸 術 劇 場 ）

内 田 直 美 （ 東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー ）

参 加 費 1, 0 0 0 円 （ 保 険 料 を 含 む ） 定 員 2 0 名 ※ 高 校 生 以 上 の 方 が 対 象 と な り ま す 。

受 付 開 始 2 0 2 5 年 5 月 1 7 日 ㊏ ～  東 松 山 市 民 文 化 セ ン タ ー 窓 口 ・ お 電 話 に て

予

  告

～ ク ラ シ ッ ク の 庭 ～

八 木 原 宗 夫

林

 美 智 子

（ メ ゾ ソ プ ラ ノ ）

出 演 者出 演 者
山 中

 惇
史
（ ピ ア ノ ）

生 野

 正
樹
（ ヴ ィ オ ラ ）

深 川

 甫
（ 作

曲
・
編 曲 ）2 0 2 6 年 2 月 1 5 日 日

開 演   1 4: 0 0 ／  開 場 1 3: 3 0
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